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日本のデジタル改革のゆくえ 

― 人にやさしい情報システムとそれを支える人材育成 ― 
 

デジタル庁統括官 国民向けサービスグループ長 

村上 敬亮 氏 

この記事は，情報システム学会第 17回全国大会・研究発表大会（2021年 12月 11日）

における基調講演の口述内容をまとめたものです． 

 

■自己紹介 

デジタル庁は昨年9月に発足しました．

私自身は経産省の出身で，25歳から30代半

ばぐらいまで，ちょうどインターネットが

普及し始めて，eコマースはどうした，著

作権条約改正はどうする何だかんだと10年

近く連続してIT政策を担当しており，今日

は何名か，当時お世話になった先生方がい

らっしゃっています．また，砂田さんにも，

当時，大変お世話になりました． 

IT本部の立ち上げにはじまり，CIO補佐

官制度を設計し，業務・システム最適化計

画の枠組みを作って，電子政府だ，システ

ム調達制度改革だとやってきたので，デジ

タル庁の仕事は，約20年越しに，同じ場所

に戻ってきたような感覚があります．その

後はクールジャパンの立ち上げ，地球温暖

防止条約交渉，再生可能エネルギーの固定

価格買取制度の立ち上げ，そして，石破大

臣が率いるまち・ひと・しごと創生本部に

合流して地方創生業務を担当したりと，デ

ジタルから少し離れていたのですが，３年

位前にスーパーシティを提唱した頃からま

たデジタルにかかわり始め，そして，デジ

庁の立ち上げということで，この9月から

本格的にこの世界に戻ってまいりました． 

第一に，本日のお話で是非お話をさせて

いただきたいキーワードは，「共助」とい

う言葉です．「共助」が，これからデジタ

ルの世界でも必ず話題になると思っていま

すので，この言葉を一つの鍵に，ご説明し

たいと思います． 

第二に，データ連携基盤の話をします．

やや大げさですが，GAFA対抗の目線でも

大切なポイントになってきますし，世界で

も，データ・スペースという形で議論が始

まっています．まだ始まったばかりの段階

で，珍しく日本が最初から同じペースで議

論しようとしているので，何を言っている

のかというふうに映る方もいらっしゃるか

もしれませんが，ここにフォーカスを浴び

せる理由などをお話しします．あとは人材

育成の話をと伺っているので，その辺を少

しお話ししようと思います． 

■日本が貧乏になっている 

ITとは全然関係ない話から始めさせてい

ただきますが，日本というのは新しいこと

をやらない国になりました．製品ではドイ

ツの半分，サービスではイタリアの3分の1

です．営業利益に対する設備投資や研究開

発投資の数字を2011年と比べてみても，日

本は着実に下がってしまっているのです． 

でも，企業の内部留保は470兆円といわ

れています．今はもっと増えているでしょ

う．個人資産は，国債なども含めれば2000

兆円あります．2500兆円以上もの資産を

持っている国が新製品も新サービスも先進

国で一番遅れているのです．この国は何を

やっているのかという感じです． 

労働生産性の数値を改めて見てみると，
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2000年以降，ぱたっと伸び止まっています．

ちなみに1人当たりGDPが一番いいポジ

ションに付けていたのは2001年で，世界第

二位でした．その頃，日本社会の労働生産

性は380万円ぐらいです．そのときトップ

だったルクセンブルクがレートにもよりま

すが，だいたい480万円ぐらい．では，ル

クセンブルクが今，幾らかというと，1200

万円弱．日本はといったら，380万円が430

万円になった程度で．その間に約30か国に

追い抜かれていました． 

実質賃金の水準は，理屈上は，1人当た

りGDPや労働生産性と同じ動きをします．

というのも，労働生産性が上がらなければ，

給与水準は上がりません．付加価値増分が

なければ1人当たり人件費を上乗せするス

ペースは生まれないからです．ということ

は，実質賃金の水準と労働生産性は必ず同

じトレンドで動く．一人当たりGDPと労働

生産性も似たような動きをするのです．一

人当たりGDPで追い抜かれているというこ

とは，日本は相対的に貧乏な国に，まちが

いなくなりつつあるということです． 

相対的貧困率は，労働の世界ではよく使

われる指標の一つですが，いわゆる給料の

中央値のそのまたさらに半分の人の比率が

どうなっているかというと，5ポイントラ

インでトレンドは上がっています． 

最近もっとしんどいのは，シングルマ

ザーの世帯年収が恐らく2人に1人が200万

円に届いていないという問題です．東京で

200万円に届いていないと，子どもに3食食

べさせられません．こども庁の議論もある

ので最近接する機会があるのですが，少年

院に入って，ご飯は3食食べるものだと

知って驚いたという子どももいました．渋

谷のスクランブル交差点を歩いている人の

うち，成人10人に1人は年収300万円に達し

ていないと思ってください．最近，着てい

るものでは分からないのですが，本当に貧

乏になっているのです．学会に来られる人，

役所に勤めているような人には全く想像も

つかないような現実が着々と進行していて，

貧困化がすごく進んでいるのです． 

国税庁がとっている統計から男性の給料

をみると，源泉徴収している全給与の平均

を見ると，30歳前半のピークは1997年で

513万2000円です．一番ボトムはリーマン

ショックのときで，80万円落ちています．

今はさすがにそこまで低くなくて460万～

470万円ぐらいまで戻っていると思います

が，97年と比べて50万円前後下がっていま

す．全数で50万円前後下がっていますから，

そこそこ頑張っているサラリーマンのレベ

ルでは恐らく100万円ぐらい下がっている

のが実感に近いのではないかと思います． 

100万円下がっているというのは，100万

円上がり損ねるという形になっているので，

この10年給料が上がっていないという感じ

です．言い換えれば，10年前，今のあなた

の年齢だった人は100万円高い給料をも

らっていた，ということです．  

なぜ30カ国に抜かれてもここまで放って

おいたのか．今日は経済学的に議論をする

ためにここに来たわけではないので，為替

レートの取扱など精緻な議論は置いておき

ますが，相対的に貧困化が進んでいること

は間違いありません．新しいことをやらな

くなったことが大きく影響しています． 

■中小企業の現状 

今の日本経済の状況はアメリカの1960年

代に似ているのではないかという議論があ

ります．例えば，新しいことが大企業では

できなくなって，西海岸でベンチャーをや

るしかなくなりつつある．そして，産業界

における終身雇用も崩れつつある．今の日

本経済に起きている問題の多くは，当時の

米国の東海岸の悩みに非常に近いのではな

いかと指摘する人がいます． 

単純化した絵で大変恐縮ですが，言いた

いのは，既存のサプライチェーンが壊れて

いるという話です．これからの中小企業は．

既存の取引先のままじっとしていたら10年

後には確実に取引先が減っていきます．人

口の減少に伴い，国内市場は確実に縮小す

るからです．ちなみに長期のトレンドで見

ると，1900年時点では7000万人，2000年代

にはそれが1億2000万人まで行って，そし

て今後，ほぼ同じようなカーブでまた折り

返すのです．僕らの子どもや孫の代には，

自然体で放っておいたら日本経済は名目価
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値ベースで半分近くになっているかもしれ

ません．労働生産性が上がらなければ，人

口減少とともに経済規模も必ず縮小します．

実は，人口が減少局面に入るということと，

デジタル基盤に何が求められているのかと

いうのはものすごく関係しているのです．

だから共助だという話に，この後なってい

きます． 

10年先の中小企業は厳しい．でも，80人

抱えている従業員を，売上が減ったからと

いって急に50人にはできません．新しい取

引先をつくるしかないのです．でも，これ

ができない．できるのですが，できないの

です．何故かというと，これまでは，先方

からのオファーによる受託がほとんどで，

自分から自分の商品を売った経験があまり

ないからです． 

取引先から設計図を示され，「作るか，

作らないか」という形で迫られる．だから

甘いというわけではありません．取引先，

すなわちドラゴンのヘッドから下りてくる

指示は厳しい．納期だ，品質だ，コストだ，

何だと．しかし，一つ確実に言えるのは，

自分の技術を自分の言葉で第三者に対して

説明したことがない，自分から自分の技術

を言語化できないということです． 

例は極端ですが，キュウリも一緒です．

おいしいキュウリを作っていて，例えば1

本300円で売るとしましょう．なぜ300円な

のか，説明が要る．でも現場では何と言わ

れるか．「食えば分かる」です．それでは，

食べたことがない人には売れません．大雑

把に言えば，中小企業で起きていることも

同じなのです．「使えば分かる」「触れば

分かる」ですから． 

私はデジタル化の仕事で，この半年間ぐ

らいで中小企業の現場を50社ぐらい回りま

したが，本当に皆さん頑張っていらっしゃ

います．でも，少なからぬ現場がお客さん

に実際に来てもらって，触ってもらって，

品質を確認してもらって，納品という感じ

です．それでもいいのですが，それでどう

やって海外に売るのでしょうか． 

中には，3Dで試験機械の切削を担当して

いて，その製造装置自体が物になるので，

コロナのおかげで初めてトルコに遠隔で物

を納めて喜んでいる立派な会社もありまし

ですが，よく言われる，技の継承のために

デジタル化ではありません．もし海外に自

分の技術を販売しようとするのであれば，

数値化できない品質は評価されませんから，

「触れば分かる」「使えば分かる」では駄

目なのです．売れないのです．新しい取引

先などつくれないのです．いやが応でも技

は先々デジタル化するのです． 

今は「使えば分かる」「食えば分かる」

で終わってしまうことが多い．観光も一緒

で，「わが地の魅力は来れば分かる」なの

ですが，「来れば分かる」では誰も来ない

のです．旅行代理店がお客さんを配分する

のを待っていたら，人口が減って，課内旅

行は減って干上がっていく．お客さんは来

ない．どうしてくれるのだと言うのですが，

それは努力不足でしょう． 

ただし，昭和の時代は，それがベスト

だったのです．なぜなら，人口と国内マー

ケットが増えていたからです． 

日本はすごく珍しい国だと思います．最

近ちょっと貧困化が進んでいるので若干怪

しいのですが，ステーキを食べたことがな

い人は珍しいです．100g幾らの値段のス

テーキを食べているかは知りませんが，今

はファミレスに行けばステーキ定食を1000

円以下で食べられる日もあるでしょう．土

用の丑の日になれば，すごく高い天然ウナ

ギを食べていらっしゃるか，スーパーに

行ってラップされた1尾1000円ちょっとの

ウナギを食べているかの違いはあっても，

消費体験として，どこの所得階層を切って

も大きな違いがないのです．こんな国はも

のすごく珍しい．普通は所得階層が違えば

食生活も生活体系も違うのに，全然違わな

いのです．なぜそれが実現したかというと，

ドラゴンヘッドが頑張るからです． 

端的に言えば，大手スーパーのフラン

チャイズ本部が頑張るわけです．サンマで

あれば，1尾100円で調達できるように，全

国から一生懸命買い付けるわけです．逆に

言えば，自動車も家電も生活用品も，全国

的な卸のヘッドがいて，そこが全部買い付

けて，ものすごい勢いで在庫をため込むわ

けです． 



情報システム学会誌 Vol.18, No.1 

 

JISSJ Vol.18, No.1 46 

例えば，自動車部品メーカーに来年度の

自動車需要を考えて部品を生産している人

はいないでしょう．来年の食需要を考えて

作付面積は決めている農家もいないでしょ

う．そんな乱暴なことをやっていて，なぜ

みんなハッピーに物を売れていたかという

と，簡単に言えば人口が増えていたからな

のです．だから，全国的なホールセラーが

在庫リスクを取り切れたのです．だから，

できたのです． 

それが今は，例えばどこの大手流通

チェーン本部にしても，地域に調達権限を

下ろし始めています．地方創生のためにと

いう目的ももちろんありますが，在庫リス

クを抱え切れなくなったために，そのリス

クを分散している面があります． 

それを後押しするかのように，消費の面

からも多様化が進んでいます．かつてのよ

うに「三種の神器」でみんな同じ方向性と

いうことではなくて，今はテレビ一つとっ

ても 8Kが欲しいという人もいれば，

YouTubeでいいという人もいれば，携帯だ

け見ればいいという人もいれば，そもそも

見ないという人もいれば，そもそもテレビ

とパソコンは何が違うのかという人もいま

す． 

例えば，自分は，旧郵政省とのコラボプ

ロジェクトとして，アクトビラというプロ

ジェクトをやりました．国内独自規格と

なったデジタルテレビの反省も生かして

せっかく，インターネットをテレビで楽し

むためのオープンな規格で作ったのですが，

残念ながら，最後は独自規格化の追求と事

業の縮小に追い込まれました．家電メー

カー5社が全部同じ規格にのって市場拡大

に取り組んでくれたのに，残念です 

その際，某家電会社のテレビ事業本部の

技師長さんのところに行って，色味や精緻

な画像表現など，テレビについていろいろ

教えていただいたときのことです．最後に

いただいた質問にびっくりしました．「と

ころで村上さん，米国から帰ってきたばか

りなのだろう．Apple TVってあるけど，あ

れはテレビかパソコンかどっちだと思う」

と聞かれたのです．テレビという枠に収め

てよければ，凄くよくわかるし自信がある．

でも，全く同じものでも，テレビでないと

いわれた瞬間に，事業評価も技術評価も全

くできなくなってしまう．そういう趣旨の

戸惑いが，ご質問から伺えました． 

テレビというマーケットの中では，売る

ところまで含めてバリューチェーンが全部

頭に入っていて，技術の世代管理をして，

その中でシェア争いをするわけです．その

中で大量に買い付けても，家電量販店はそ

れを売り切るわけです．それで，広告代理

店が頑張って広告モデルを作って消費者を

同じ方向に導き，そこに作られた消費のス

ペースに対して，それぞれの縦型のサプラ

イチェーンが一生懸命物を放り込むわけで

す．そのときにホールセラーは，人口が増

えているから多めの在庫を抱え込める．そ

の結果，価格もある程度マーケットメカニ

ズムの中にいながら抑制できるので，いろ

いろな所得階層の人がほぼ類似の消費体験

をそれなりにできるという珍しい国ができ

ていたのです．ところが，人口が減ると，

これができなくなってくるのです． 

もちろん人口が増える海外を追求すれば，

今までと同じやり方が通用します．でも，

モノにしても，サービスにしても，多くの

現場は，海外で消費するものはやはり海外

に行ってしまいますから．確率的に言えば

確実に国内マーケットでの取引先は縮小す

るのです． 

しかし，こういう風に時代が変化するか

らと言って，今まで必死に上から下りてく

る指示についていって，それで本当に名目

的には成長していた我が国の中小企業が，

いきなり急に「上からの指示を待っている

だけではもう無理だから，自分で取引先を

開拓しなさい」と急に言われても，対応は

難しいでしょう． 

■教育・医療とデジタル化 

今はビジネスで話をしましたが，例えば，

教育や医療のことを考えてみましょう． 

教育について言えば，初等教育では到達

主義か履修主義かという議論があります．

ちなみに，初等教育で到達主義を採用して

いる先進国は恐らくイギリスだけです．簡

単に言えば，大検を受けたら大学を受けら
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れますので，その中学検定版をつくろうと

いう話です．客観的な学力テストで一定の

点数を取ったら小学校を卒業させる，6年

間通っていようが3年間しか通っていなか

ろうが，ある学力レベルに到達していれば

よい，というのが到達主義です． 

先進国の教育業界でもさすがに初等教育

を完全な到達主義に転じるのは無理ではな

いかという意見が大勢です．いじめられて

いるお子さんやいろいろ難しい事情を持っ

ておられる方のことを考えると，義務教育

はちゃんと卒業していただかなければいけ

ない．だから，学習指導要領を作り，学習

時間がその進捗度合いのカウンターとなっ

て，学習時間のカウンターをちゃんと所定

の時間数前に進めば卒業証書が出るという

仕組みになっているのです． 

問題は，学習時間のカウンターがいつ，

どの瞬間に進むかということなのですが，

実は，現在は，学校という箱と，担任とい

う先生と，本人の三つの関係がストレート

フラッシュに並んだときだけ動くのです．

そこにさらに対面原則という大きな考え方

が乗っかっていて，先般の遠隔教育解禁の

際も，実はこの3者の組み合わせが3者の組

み合わせのままデジタル化してしまいそう

になりました．学校と先生を固定したまま，

場としての教室だけがデジタル化する．で

も本当は，学びの質さえクリアできれば，

一人の先生，一つの学校からしか学びが得

られないということはないはず．なぜ組み

合わせを固定することにこだわってきたの

かというと，それが一番確実に，学習時間

の進捗を，自信をもってカウントする方法

だったからです．これが教育の多様化を阻

む根本要因です． 

大ざっぱに言うと，医療もほぼ同じよう

な課題を抱えています．制度がそれを強制

しているわけではありませんが，慣行まで

含めて言えば，疾病ごとに使い分けるのは

別にしても，病院があって，かかりつけ医

があって，患者がいて，その三つがスト

レートフラッシュで並んでいるときに保険

点数が動くのです．検査だけは他のところ

でやって，診察はこちらで受けようとする

と，診察する先生のところで必ず検査し直

します．部長先生が次の再診のときから担

当の先生に代わるというのはありますが．

基本は変わりません．カルテのデジタル化

を見ても，同じ構図が透けて見えてきます．

現在は，多くの場合，病院から外にカルテ

は出ません．単にカルテを電子化しただけ

では，同じ病院の同じ診療科の中で行われ

る診療行為のメモがデジタル化しただけ．

DXでも何でもありません． 

ちなみに，筑波大学の医学部が最初に病

院で診療科を問わずカルテを統一されまし

た．これはものすごいことで，完全にDX

といえる事象だと思います． 

普通，医局では，私の診断方法が正し

かったかどうか，他の病院の先生に聞いた

りしたら「何をやってるのだ」と上司の先

生に怒られます．だから病院間では簡単に

カルテは見せ合わない．しかし，夜間救急

などで詰めている若い先生などが，すごく

大変な患者が来ているのに，一生懸命に部

長先生に電話しても出てくれないし，どう

すればいいのかと途方に暮れているときに，

疾病のデータベースを全部横断的に作って，

自由に参照できるようにすればすごく助か

るだろうと思うのです． 

「でも，そんなことをやったら医学界は

大変なことになってしまいますよ．せめて

同じ大学の医局系列人事の先生の中ならま

だしも，他の医局系の先生に聞いたりした

日には…」というのはちょっと大げさです

が，けれども，そういうことを変えるのが

DXです．そして，実際にそれを実行しよ

うとするとデジタルは結果として付いてく

る．そういうものだと僕は思うのです． 

ちなみに，医療の話に突っ込んだのでも

う1点だけ言うと，データの品質の話があ

りまして，これがまた大きな課題です．例

えば基本的な処方は，標準的に2000個のID

が決まっているはずなのです．ところが，

極端な話，三つの病院から処方のデータを

集めると，2000個しかないはずのIDが6000

個でてきたりするのです．どれだけ勝手に

枝番を振っているのかという話です．その

枝番に振られている意味・内容もみんなず

れている．なぜそれでいいかというと，病

院の中で縦に使っているだけだからです．
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その病院の中で枝番があろうが，独自の言

葉を使っていようが，別に他の病院の方に

参照されないことが前提になっているので，

何の問題もないのです． 

ちなみに，そのデータの品質についてリ

サーチしてみたところ，全体の約２割しか

使えるものはありませんでした．その多く

は，おそらく，重要疾患に関するカルテ

データです．使えるとはどういう意味かと

いうと，基本的な用語の意味がちゃんと統

一されていて，その中から横串で統計デー

タを取ろうとするとその統計データに有意

な属性がちゃんと得られるということです．

その理由を推測すると，おそらく，学会で

発表するからかもしれません．学会で発表

されるとなると，診療法に関するカルテ

データもしっかり書いておかないといけま

せん．そうすると，高度な診療を必要とす

る疾病の場合は，大半が使える品質のデー

タになるのですが，それが一般的な疾病に

なると逆で，使えない品質のものがほとん

どとなってしまいます． 

その理由は，恐らく，一般的な疾病の場

合，病院の枠を超えてカルテが相互に参照

される機会がほぼないからです．これは大

問題です．カルテを電子化しただけで何の

役にも立っていないではないかという話な

のです．夜間救急で入っている若い先生が

特殊な症状を診てしまって，これは分から

ないといって仮に検索しようとしたときに，

そのキーワードに対してぶら下がっている

診療方法のタグ付けやひも付けが間違って

いたら誤診になってしまいます．とんでも

ない話です．データの品質はとても重要な

のです．そういうことが起きるぐらい，実

はそれぞれ，情報は縦に管理されているの

です． 

箱と先生と本人の三つが全部そろったと

きに初めて学習時間のカウンターも保険点

数も動く．これは昭和の経済の大きな特徴

です． 

■労働生産性と一極集中是正 

先ほど労働生産性のグラフを見ましたが，

なぜ1990年代まで見事に労働生産性が上

がって，その後ぴたっと止まったかという

と，乱暴に言えば，1990年前後までは資本

装備率の低い農業から資本装備率の高い製

造業への労働人口の移動が進行したからで

す．労働人口が生産性の高いセクターに対

して移動していたので国全体として生産性

がどんどん上がったのですが，通産省が日

米通商交渉で押し込まれ，だんだんと製造

業の立地拡大が厳しくなってきたときに，

行く先がなくなった雇用は例外なくサービ

ス業に行ったわけです．そのサービス業の

生産性が低かったから，社会全体の労働生

産性も伸びなかった．構造は割とシンプル

です． 

ちなみに，サービス業も金融や情報サー

ビスの一部のように，製造業より高い生産

性を示している業種はあります．しかし，

地方に残っているのは労働集約的で生産性

の低いサービス業が多い．そこに雇用を残

したら何が起きるかというと，地方と東京

の生産性格差，ひいては給与格差がますま

す拡大していきます．実際，1人当たりの

付加価値ベースを，給与ではなくて「付加

価値／労働人口」でみると，東京は1000万

円を超えるのです．最も少ない都道府県は

400万円前後で，3倍近く違うのです．  

どんなに偉そうなことを言っても，若い

人は予想生涯獲得賃金の高い業種に流れる

傾向があります．だから一極集中が進むわ

けですし，だから地方創生が必要なのです．

マスの現象としては，とても簡単な話です． 

地方に，給料の低い仕事しかない状態の

ままでいくら移住だ，2拠点だと言っても，

うまくいくわけがない．地方創生には，地

域のサービス業の生産性を上げる以外に解

はありません．ないしは生産性の高い業種

にそのまま地方に行っていただいて，行っ

たときには「頼むから給料を下げないでく

れ」と言うしかないのです． 

スマートシティでは，例えば，最近は会

津若松などが有名ですが，会津若松のアク

センチュアさんのオフィスは，東京と同じ

給与体系でやってくれているのです．する

と一挙に，AiCTが建って100人ベースで移

して半年たったときに，50人はこのまま

AiCTに残りたいと言ってくれたのです．

当初は，半ば強制的でしたが．そうすると，
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その50人は，街の平均所得を引き上げるわ

けです．例えば，一部上場企業が本社を移

したことで有名なある島では，島の物価が

上がったといって問題になっているのです

が，長期的に見れば必要なことだから頑張

りましょうということだと思います． 

もう一度，人の暮らしは，特定の学校，

病院，企業などに紐づいているという話に

戻ります． 

最後の例は，行政による市民サービスで

す．個人の暮らしは，必ずどこかの自治体

にひも付けられます．戸籍法を見ると，人

は生まれた瞬間に市町村が戸籍を作ると書

いてあって，私は渋谷区民なのですが，私

個人の社会生活の面倒は渋谷区が見ること

が決まっているのです．あるご夫妻の場合，

奥さまが稼いでいて旦那さまは主夫に徹し

ておられて，旦那さまは地方に引っ込んで

しまって奥さまも週末は帰る．奥さまは仕

事の関係もあるので住民票は東京に残して

いるのですが，旦那さまは地方に移さない

とその地方の社会的サービスを使えないの

で地方に移した．それで何が起きるかとい

うと，旦那さまに収入が立っていないので，

旦那さまは地方に1銭も金を納めていない

わけです．奥さまは東京都にどんどん税金

を払っているのですが，ほとんど東京の社

会サービスは使っていない．それで地方で

週末仲良く過ごしていろいろエンジョイさ

れているのですが，ご夫妻で私たちこれで

本当にいいのかしらという話をされている

ということです． 

結局，住み方にしても，暮らし方にして

も，働き方の兼業・副業がどうなるかにし

ても，どんどん多様化するし，教育にし

たって，東大を目指して偏差値がどうこう

ではなくて，まだまだマイノリティではあ

りますが，恐らくあと10～20年たてば普通

に海外の大学を進学先として選択する時代

が来るでしょう．来ないときには，日本は

どうなっているのだと心配した方がいいの

かもしれません． 

昭和の時代に敷かれたレールに乗っかる

時代は，もう終わったのです．中小企業の

取引先も，教育も，医療も，どんどんいろ

いろな組み合わせを自分たちで試せて，よ

り人生にとって良いものを自分で組み合わ

せられるようになりたいし，したいという

欲望が出てきている．大企業でさえも，老

後まで含めて社員の面倒を見ることは保証

できない．自らのレールは自ら引く，そう

いう社会に既に日本はなり始めているので

す． 

労基署も，終身雇用を背景に，社員の労

務に関する手続きを大幅に企業に依存して

います．「その方がはるかに楽だから，そ

うしてね」と言い続けたいだろうと思いま

すが，元々個人のための手続きを何で雇用

主たる企業が全部面倒を見てやっているか

というと，行政から見ても，個人にやって

いただくよりクオリティが高くてコストが

かからなかったからです．しかし，個人の

生き方が多様化してくれば，別に，雇用先

企業ではなく，個人のエージェントが社会

保険手続きや雇用保険手続きを全部代行し

てもおかしくない．会社を起こせば分かり

ますが，今は，従業員が1人増えると，人

事はその増えた従業員のためにわざわざ労

基署に必ず手続きに行かなくてはいけない．

でも，デジタルを使えば，そうした特定企

業と個人の暮らしの紐づけも，緩めていく

ことができます． 

今，それもデジタル法制局とデジタル臨

調でデジタル化して一斉に変えようという

議論をしているのですが，もはや，ドラゴ

ンの中で素直に暮らしていた小魚君たちは，

ドラゴンの枠を飛び出して横に動いていか

ざるをえないので，それに対してドラゴン

の縦の秩序の方も，もう完全には面倒を見

切れなくなっているわけです． 

 

■スイミーライクな産業構造の組み

替え 
そのことを中小企業の皆さんにお伝えす

るときにこの絵を描いていてご説明してい

ます．かつて，ドラゴンは隆々としていた

のですが，ドラゴンの住んでいる池の水が

干上がり始めてしまっているので，ドラゴ

ンは，もうたまらず体内の小魚を外に放り

出しているわけです． 

ではそこで放り出された中小企業の人た
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ちはどうするべきか．それが昔なら，協同

組合のようなカチっとした構造の共同体を

作るのでしょう．しかし，今後は，もう

ちょっと柔らかい形に変えていく必要があ

る．そういうことが申し上げたくて，スイ

ミーの絵を使わせていただいています． 

これは例えばどういうイメージかという

と，経産省で言うと，例えば産業クラス

ター政策の一つの成功事例に，飯田市での

航空機産業があります．多摩川精機という，

元々は蒲田で創業して，戦前に創業者が思

いがあって飯田に行った会社ですが，多摩

川精機はボーイング社のTier3なのです．そ

の多摩川精機さんが飯田で一生懸命旗を

振って，地元の会社10数社をまとめてコン

ソの事業法人をちゃんとつくって，多摩川

精機がそのコンソに発注すると，Tier4にな

るわけです．それでそのTier4とTier3で

「頑張って俺たちTier2とTier3になろうね」

とか，「Tier4だった人たちも，多摩川精機

から仕事をもらうだけではなくて，直接み

んなでTier3の会社に取りにいこうね」と活

動をされています．ただ，それをやろうと

思うと，航空機は品質管理がものすごく厳

しいので高額な検査機器が必要になるので

すが，自分の会社ではとても用意できませ

ん．そこで，みんなでお金を出し合って，

飯田市も補助金を出して，廃校になった工

業高校の跡地にボーイングの納入機器に耐

えられる検査機器を買って入れたわけです． 

ところが，コロナで驚きました．ここま

で見事にボーイングが飛行機を造らなくな

るという事態は誰も予想しておらず，カ

チっとしすぎた産業構造をつくってしまっ

たので，急に発注先を変えようとしても自

由が利かないわけです．一匹狼でやってい

た人であれば，では医療機器に行ってみる

かみたいなことができるのですが，ものす

ごい勢いで集団投資してしまっていますし，

11社全部で医療機器に行きましょうとはな

かなかいきません．いろいろそういう議論

はしているはずですが，大変ですよね．で

も，それくらいサプライチェーンと出口が

安定している時代は，実感としてもう終

わっているのです． 

そうだとすると，今日はヤクルト戦で

ピッチャーが誰だから8番と4番はこいつに

しようかとか，今度は西武でこうだから思

い切って3番を入れ替えようとか，それく

らいのイメージで，柔らかくチームアップ

していく必要が出てくる．関係性資本とい

う話もあって，僕はどんどんどんどん宇沢

先生の時代に返ってきているのではないか

と考えています． 

人口減少期になると，こうした柔らかな

産業構造がどうしても必要になります．ス

イミーに例えると．これを言い出したのは

西山圭太という自分の先輩ですが，スイ

ミーの黒い目玉のことを「何でも屋の加代

さん」に譬えて言っていました．「必殺仕

事人」というドラマが昔ありまして，「何

でも屋の加代さん」というのは別にリー

ダーでも何でもないのですが，加代さんが

藤田まことさんはじめ仕事人に声を掛けて

仕事のスイッチを入れると，ちゃんと皆さ

んが仕事をする．仕事人は，江戸幕府に公

認されたわけでもない，ただの殺し屋集団

ですから，別に組織になっているわけでも

何でもないのですが，ちゃんと正義を果た

していくわけです． 

このスイミーの例えは，中小企業の人に

わかりやすく受け止められているようです．

何か今の実感に合うようです．そうそう今

まで自分の技術を言葉にしたこともないし，

言語化したことがなかった人に，いきなり

ドイツの展示会に行って商品の説明をしろ

と言っても，難しい．でも10社ぐらい集め

ると，1社ぐらいはそういうことに欲も

あって長けている事業者もいる．だったら，

そいつをヘッドにしてグループになって

やったらと．ただし，カチっとした産業ク

ラスターほど立派な協同組合化してしまう

と，昭和のときはそれをやったわけですが，

今度はまたそれはそれでマーケットの変化

についていけないから，もうちょっと緩や

かな連合体でやろうねと． 

この点も実は後々のデータ連携基盤の議

論につながってくるのですが，多分，そう

いうスイミーライクな産業構造の組み替え

がこれからものすごく起きるし，そのとき

にバックオフィスとしてのデジタルはどう

いう形であるのかという話になってくるわ
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けです． 

■鉄道と公助 

実は私，鉄ちゃんで，今，お見せしてい

る写真は「満鉄あじあ号」と言いますが，

何かの格好に似ていませんか．実は，新幹

線です．「満鉄あじあ号」の開発設計チー

ムにいた多くのエンジニアは，そのまま新

幹線車両の設計チームに入っているのです．

あと，この「満鉄あじあ号」の蒸気機関車

はすごいスピードで走ったのですが，最高

速度は何キロだと思われますか．かなり速

いです．そう尋ねると，普通は70～80km/h

くらいだとお答えいただけるのですが，こ

の列車は当時130km/h出したといわれてい

ます．少なくとも平均の表定速度が

87.95kmという記録が残っていますから，

それぐらい出ていてもおかしくありません．

ただ，満州では線路がやたら広くて真っす

ぐですから，普通に比べてよいとか，単に

速ければ鉄道技術としていいというもので

は必ずしもありません．しかし，それにし

ても蒸気機関車で130kmというのは，恐ら

く当時世界最高速の類です． 

何が言いたいかというと，満州国という

のは，歴史的にはいろいろな評価もあるし，

その後歴史的につらい思いをされた方もい

るので簡単に言ってはいけないのですが，

国づくりの思いを懸けた結構革新的な実験

をやっていたということです．例えば街づ

くり．実は当時の革新派内務官僚だった後

藤新平さんは，初め，大連のような街づく

りを，本当は東京でやりたかったのです．

関東大震災の後やろうとしたのですが，で

きなかったので，大連でやったのです．  

ここから共助論に入っていくのですが，

そのときに，満鉄調査部というのがありま

して，ソ連にコルホーズ・ソホーズなどを

調べる調査団を出しています．修正資本主

義の根っこになったから，この調査はけし

からんと言う方もいらっしゃるという性格

の報告書ではありますが，実は『沈まぬ太

陽』の組合側のモデルになった方が当時大

連にいらっしゃって，その方が当時の文献

を収集していらっしゃいました．その方に

生の調査報告書をこっそり見せていただい

たのです．その方いわく，歴史的な評価は

いろいろとあるけれども，すごく簡単に言

うと，ハードもソフトも計画経済にしたら

失敗するというのが調査団の結論で，ハー

ドは計画経済だが，ソフトは自由主義経済

がいいとされたのだと．それがそのまま戦

後，今で言う国交省と経産省ということに

なったという話です．ハード＝インフラ＝

公共事業＝公助，ソフト＝自由競争＝自助

という考え方ですね． 

明治の時代は，必ずしもインフラは国が

作っていません．最初につくられた銀行は

国立銀行ではないことはNHKの大河ドラマ

「晴天を衝け」でもやっていました．また

例えば，秋葉原という駅は昔は存在してい

ませんでした．なぜなら，東海道線は東京

駅から出て，中央線は万世橋の駅から出て，

総武線は両国，錦糸町から出て，東北本線

につながる列車は上野駅から出ていたので，

秋葉原という駅がなかったのです（貨物用

の停留所はあったそうです）．それはなぜ

かというと，各路線をばらばらの会社が

やっていたからです．今でこそ国鉄と私鉄

という概念整理がありますが，当時は，本

当は新宿に行く予定だった銀座線を東急電

鉄の五島慶太さんが付け替えて強引に渋谷

に持ってきてしまったと噂されるほど，草

創期の鉄道インフラを引っ張ったのは，む

しろ民間事業会社でした． 

その構図を転換して，公共インフラは国，

それを活用した事業は民．きれいに公助と

自助に仕分けて，見事に成功したのが昭和

の高度成長期だったのだと思います． 

■特定多数の壁 

ところが，どうも，最近，この満州国の

調査報告書にでてくる，公助と自助，公共

事業と民間事業という組み合わせだけでは

うまくいかなくなってきたらしい．間に共

助をというレイヤをかませる必要が出てき

たらしいという話を，ここからいたします．

その際には，特定多数というのがキーワー

ドになりそうです． 

話の内容はデフォルメしてご説明します．

ただし，これからご説明するロボネコヤマ

トがFujisawa SSTを走っているのは事実で
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す．そういう前提で聞いてください．

Fujisawa SSTというのは，元々パナソニッ

クの工場の跡地を，サステナビリティを

テーマに宅地開発するということで，600

世帯ぐらいの戸建て住宅と400世帯ぐらい

の集合住宅が入っているところです．湘南

好きの方も含めて大人気なのですが，そこ

にロボネコヤマトという宅急便の自動走行

車両が走っています．いわゆる宅配ボック

ス要らずです．オンデマンドで必要なとき

に持ってきてくれるという仕組みになって

います．パナソニックの自動走行車両も実

験で走っているので，ロボネコだけ出すの

はあれかなと思って一応その写真も載せま

したが，今日，話の材料にしたいのはロボ

ネコの方です． 

例えば，ロボネコヤマト君が，他の宅配

業者の荷物を運ぶかというと，運ばないで

すよね．郵便の荷物を運ぶか，運ばないで

すよ．近所に大型スーパーがあれば，そこ

で買い物をした荷物も運んであければいい

ではないですか．そういう世代の方である

かないか分かりませんが，高級百貨店など

では，買った荷物を地下の駐車場の入り口

にお店の方で運んできておいていただいて，

地下の駐車場で最後にまとめてお客様に

ピックアップをお願いするようなサービス

をやっていますが，そこから自動走行車両

に載せてそれぞれのおうちまで運んであげ

ればいいわけです．あるいは，同じ敷地内

の集合住宅の方に暮らしている親世代に弁

当を届けたい．だけど，朝から親と顔を合

わせて愚痴を聞くのもつらい．加えて，ほ

んの数分の違いが朝はものすごく大きい．

別に嫌いなわけではないので，ロボネコ君

が弁当を親のところに届けてくれないかな

とか思うわけです．いいサービスではない

ですか．ぜひやったらと思うのですが，

やっていません．なぜでしょうか． 

ヤマトの損益分岐点に合わせた値段設定

をされたら，どの事業者も高すぎて手が出

せないからです．そもそもヤマトの経営陣

からみても，何で他社に使わせるのだとい

う話にもなります． 

しかしです．万が一，近所の大型スー

パーでトイレットペーパーや牛乳をまとめ

て買って，重い荷物を持ってよたよたと歩

いている方と自動走行車両が接触事故を起

こしたらどうしますか．サステナビリティ

を売りにして自動走行車両がかっこいいシ

ンボルとなっているSSTでそんなことが

あったら，不動産価値を直撃するもしれま

せん．でも，時間単価で一律に料金を設定

したら，それはやはり誰も使えないですよ

ね．そうなると，ヤマト自身と，他の宅急

便と，その他ソーシャルサービスが，例え

ば，3：2：1.5くらいの割合で負担しあっ

て，なんとか回さなくてはいけなくなる． 

Fujisawa SSTぐらい頑張っていると，関

係各社も，現場にいる担当者ベースでは

「この際，やってみよう」という話になる

かもしれない．しかし，そうなると今度は，

調整すべきは値段だけではないのです． 

マンションの管理組合でよく話題になる

話ですが，宅配ボックスの入れ替えの際，

そのボックス配置が問題になるのです．ロ

ボネコヤマトの中のボックス配置も同じで

す．ゴルフの好きな方には大変申し訳ない

のですが，ゴルフバッグが入るものを幾つ

残すかというのは結構重要で，1個やめる

だけで普通サイズのものが5個ぐらい置け

るからです．マンションの住人にとって宅

配ボックスがいっぱいだったから業者に

持って帰られるというのは困ったことで，

宅配ボックスが5個増えるというのはすご

く大きいわけです．しかも，ロボネコヤマ

トは自動走行車両です．宅配ボックス5個

と平均需要がたまたまマージナルなところ

にあると，それが理由で2台目が必要に

なったりするわけで，コストが全然変わっ

てしまいます． 

他にも，例えば，お役所は「ああ，いい

ことやっているね．じゃあ補助金出してあ

げようか．でも，補助金を出したから，そ

の代わりほかの宅配業者さんにもスーパー

さんにも，他のみんなに使わせてあげてく

ださい」と気軽に言ってのけます．しかし，

それでは採算の取りようがない．みんなす

ごく必死に，冷蔵庫や冷凍庫機能の付いて

いるものは幾つ要るか，何が何個，これな

ら2台で済むよねと綿密に計算してみて，

それでやっと出てきた経費を3対2対1.5対1，
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いや，そこは3対2.7対1.8対1でと，そうい

うレベルの話をしているときに，補助金を

出してあげたからみんなに使わせてあげて

と言われたら，ばかばかしくて誰がやるか

という話なわけです． 

実は今，多くのエリアのスマートシティ

の取組が前に進まない大きな理由は，この

問題なのです．私がスーパーシティを言い

始めたときに，海外のデジタル企業のエグ

ゼクティブボードのメンバーがいきなり永

田町の古いビルにやってきて，同じ話をし

ていかれたのが印象的でした． 

こうした共感を起点にした支えあいの取

組，すなわち共助の取組は，ものすごく微

妙なバランスの上に成り立つのです．まず

大事なのは，特定多数が決められることな

のです．Fujisawa SSTをデフォルメした仮

想事例でも，4者という外縁が決まってい

るから，ネゴシエーションが始められる．

その4者の中でさらに，当事者はそれでも

納得するのです．まさに不特定多数ではな

く，特定多数に一度追い込まないと，ネゴ

シエーションが始まりません． 

これは自動走行車両だけの話かというと，

様々なサービス分野のＤＸに共通してみら

れます． 

例えば，デジタル医療．スマートウオッ

チから病院にバイタルデータを飛ばすのは，

今や極めて簡単です．心電図も薬機法上承

認をされ，実に様々なバイタルデータがス

マートウオッチから取れるわけです．血液

成分分析ですらできるのではないかという

状態になりつつある．だけど，さすがにパ

ブリックで整備するとしたら特定のスマー

トウオッチメーカー1社というわけにいか

ない．病院の方だっていろいろなベンダさ

んのシステムがある．ちゃんと異なるデー

タフォーマットを翻訳をして，正しいお届

け先にバイタルデータを届けるデータ連携

基盤が必要になります． 

でも，スマートウオッチの値段にデータ

連携基盤の整備費用をのせますか．無理で

すよね．スマートウオッチを持っていても

病院と連携するサービスを使わない人はい

くらでもいるわけだけだし．しかも，購入

時だけの収入ですからイニシャルコストし

か取れません．では，病院はというと，診

断に使う検査データは必ず検査し直します

から，実際問題としては，保険点数の対象

にはなりません．他の病院との差別化にな

るのだったらいいですよ．だから，一つの

病院と実証実験をするのならできるかもし

れませんが，複数の病院がエリアで，複数

のスマートウオッチを対象にデータ連携基

盤を入れるという費用負担が合意できない

のです． 

だからいつまでたってもスマートシティ，

スマート何とかは，国や自治体からの補助

金をもらって実証実験することを繰り返し

て，生活実装がいつまでたっても進まない

のです．技術的には簡単なのです．やれば

できる．でもシェアすべきデータ連携基盤

のコストシェア，プロフィットシェアの構

図が作れないから，実装に行かない．実は，

デジタルは様々な局面が，ここが原因で止

まっているのです． 

自動走行車両だって，みんなばらばらに

やってもそれはいいですよ．でも一つの町

の中で4台の自動走行車両が走っている姿

は思い浮かびますか．少なくとも走行させ

るインフラだとか，もっとシンプルに言え

ばちゃんと消えない白線が常に引かれてい

るかの担保を一体誰がやるのか．技術的に

は何の問題もない．でも単独で投資をして

事業化をしても，おそらく誰も回収できな

いでしょう．補助金があれば，やってみる

ことはする．だけど，事業化となると，プ

ロフィットシェアやコストシェアの構図が

作れないから，なぜ自分が他の事業者のた

めにやらされるんだという話になり，そこ

から先に進まない．海外の著名なベンダさ

んも，技術の話はそっちのけで，この話ば

かりして帰られました． 

■何のために技術を使うのか 

では，さきほどのロボネコヤマトの仮想

事例に戻って，ヤマトさんと，宅急便事業

者と，大手スーパーと昼食を運ぶソーシャ

ルベンチャーの4者がネゴシエーションが

成功したとして，それでＯＫでしょうか？

ここで立ちはだかるのが，それぞれの親元

の会社です． 
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現場の担当同士は，切実さもわかるし，

費用分担もだいたいこんな相場観だろうと

いう感触がわかるのでいいのですが，現場

から遠い本社に帰ったときにどう説得する

か．ここがまた難題なのです． 

ここに必要なのはビジョンです．今は，

多くのスマートＸの取組には，街づくりの

ビジョンがないのです．ビジョンがないと

いうとすごく簡単に聞こえてしまうのです

が，要は今，遠隔医療のツール，遠隔教育

のツール，自動走行車両の要素技術など，

手段ばかり，山登りに譬えると登山靴ばか

り作っているのです．でも，その登山靴で

どの山に登るのだっけというところが何も

ないわけです．だから，補助金がある間は

上るけど，それが切れるとすぐそこで山登

りをやめてしまう．フラット・トップ・マ

ウンテンになってしまうのです． 

もう山頂なき山登りはやめようよと．逆

に，ここのビジョンにたどり着こうよとい

うのがあれば，別に山梨県側から登ろうが

静岡県側から登ろうが，大体みんな似たよ

うなところに来るのです．山頂が見えれば，

みんな頑張って同じ方向を目指し始めます．

それでいいのです． 

いきなり富士山から行かなくても，高尾

山でもいいのです，立派な登山だから．例

えば先ほどのFujisawa SSTでも，やはり人

が荷物を持って歩かなくていい街をつくろ

うよというビジョンを立てればいいのです．

それはなぜかというと，それに伴う事故や

苦労なく，高齢者も喜んで外に出掛けられ

る．高齢者にとって両手が空いているとい

うのはすごく重要ですから．そういう街を

つくろうよと． 

例えば，現場では「ロボネコヤマトさん

をみんなで使うことになって，配分比率は

3対2.5対1.7対1ということになりました．」

ということで合意をした担当が，本社に

帰って，「はい，はんこを押してください」

と言ったときに，「何で？」というので

延々議論して，結局何だかよく分からない

という話になる．でも「社長，すみません．

わが社がコミットしているSSTで自動走行

車両が人をひいたらまずいでしょう」「そ

のときに，あれはヤマトさんのせいだと言

えますか．だって，うちのお客さんが荷物

を持ってふらふら歩いていて，自動走行車

両にぶつかったという話になってしまうん

ですよ．気持ち良く出しましょう」「人が

荷物を持って歩く必要がない街というビ

ジョンにコミットしましょう」くらい大義

名分を言えば，まあそうかなとなる． 

要するに，コストシェアの比率だけいく

ら議論したって，合意できるわけがないの

です．何のためにやっているのかという大

義名分がないと，ビジネスはオーソライズ

できない．今，みんなここで止まっていま

す． 

これが，私の申し上げたい「共助」とい

うことなのです．特定多数を切り出して，

何のために技術を使うのかというところに

ついて，きちんとコンセンサスをつくり，

プロフィットシェア，コストシェアの仕組

みを作り，みんなが必要とする基盤を共同

で作り上げる必要があるということです． 

■DX人材とは 

これは人材論にもつながるのですが，例

えば，DXをゲームのオセロに譬えると，

今の日本のDXオセロ盤面は，ほぼ真っ黒

です．世の中の理想は真っ白にすることだ

と，理想像は簡単に書くことができます．

スーパーシティ像とか，絵心のある人であ

ればいくらでも描ける． 

でも問題は，誰がどこから始めるかなの

です．だって，いきなり自動走行車両が

走って，何がどうしてかにがこうして，現

実にすべてがいきなり理想像に代わるはず

がありません．真っ黒なオセロの盤面の中

で，まずは左下のコーナー4コマからひっ

くり返すのか，それがひっくり返し終わっ

たら，右上のところのどこかにたまたま1

個，面白そうな「白く」なりそうなやつが

いるから，ではそこを押さえて斜めを取り

にいくとか，地味に少しずつ，黒い盤面を

白い盤面をひっくり返す，特定多数の共助

に乗ってくれそうなやつをひたすら探し続

け，少しずつ共助の輪も広げていく，とい

うとても地味なゲームなのです． 

もちろんデザイナーが理想図を描いてく

ださるToBeモデルもなければ取組も始まり
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ませんから，魅力的な白いボードの絵を描

いていただくこともそれはそれで大事なの

です．それはある意味，ソーシャルデザイ

ンの世界が先にToBeモデルをデザインする

ということかもしれないのですが，他方で，

現実に，そこにたどり着くには，地味に戦

い続け，実践する人が要るわけです． 

私が政府の中でしている仕事はほとんど

この手の地味な作業です．人間関係を調整

したり，飲みに行って説得をしてみたり，

怒られてみたり，色々なことをしながら，

どこかに白くなりそうな奴はいないかな，

「あっ，いた．よし，次はここだ」「よし，

次の閣議決定はこれでいこう」みたいなこ

とを，少しずつ積み上げているのです．実

は，私，それをやり通す人のことをDX人

材というのだと思います． 

もちろん最低限のデジタルリテラシーは

なければいけない．ITパスポート試験か，

せめて基本情報技術者くらいは知っていて

ほしい．コンピューターにとってメモリー

がいかに重要か．バイナリと言われて「何

ですか」とは言わない，そういう良質な大

学共通テストにおける数Ⅰの試験みたいな

ところはクリアしてほしいとは思いますが，

そこから先は要りません．別にPythonが書

けなくてもいいけれども，Gitと言われた

ときに開発環境のツールだ，くらいのこと

は分かっていてもらいたい．ソースコード

が開示されていることがいかにセキュリ

ティにとって重要かぐらいは分かっていて

もらいたいけれども，別にソースそのもの

まで書けなくてもいい．あとはとにかくや

り切れと．高尾山へ行ったら，次は1500m

ぐらいの山へ行って，どこに行って，最後

は富士山へ行こうぜと．K2まで行くかどう

か知りませんけれども，盤面を白くするま

で誰かが一生懸命特定多数の新しい仲間を

探し続ける．地味で時間のかかる取り組み

です．DXというのは． 

人材論に話がいってしまったので先にお

話しすると，事業再構築補助金という制度

を立ち上げたときに，この絵をYouTubeで

中小企業の皆さんに見ていただきました．

現状，こういう商売をしていた人が，コロ

ナで売り上げが落ちて商売を替えなければ

いけないときに，では理想像としてこうい

きましょう．足りないものは何ですか．こ

れが現状と課題と戦略になりますよね．顧

客希望は幾らですか，それを支える技術は

何ですか，その上でできる新たな製品・

サービスは何ですか．こういったように，

簡単に言えば，物事を構造化したうえで，

事業戦略を書かなくてはいけないのですが，

実は多くの経営者の方が，これを自分自身

ではおできにならないのです． 

昔，情報処理技術者試験制度の担当だっ

た時に，今はストラテジスト試験というの

かな，当時のシスアド（システムアドミニ

ストレータ）試験の採点のお手伝いをさせ

ていただいたことがありました．最初は，

回答の小論文を山のように読まなくてはい

けなくて閉口していたのですか，次第に，

各答案を読み始めて3分ほどで各答案の合

否が分かるようになりました．なぜか．ま

ず，多くの答案の文章が全く構造化されて

いないのです．もちろん，丁寧に一つ一つ

最後まで読みますが，やっと構造化されて

いるものを見つけたと思ったら，今度はそ

こには論理がないのです．きちんと構造化

されていて，論理があって，それが故にな

ぜこうしなければいけないのかというのに

対して，なぜ自分が持っているリソースは

それに貢献することができて，それはどう

いう調達をすればできるであろうと順序立

てて並べる作業にたどり着くのは，100枚

読んで数枚でしたね．でも，構造化ができ

ないということは，そもそもシステムの仕

様書の設計ができないということではない

ですか．シスアドの試験を受けにくる人で

こうなのだと思いました． 

実は取引先に言われたとおりに頑張り，

ものすごく立派な現場の管理人として中小

企業の経営者をやってこられた方々も同じ

なのです．新たに物を売るための事業計画

を書かなければいけないときに，全く同じ

問題に直面する．構造化・抽象化したうえ

で，ご自身のやりたいことを言語化できる

経営者は10人に1人という感じがしたので

す． 

そう考えると，多分，今必要なのはDX

人材なのです．各系列の中の，おそらくは
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業界用語だけで話が通じてしまう人たちの

枠を飛び出して，様々な方々と横に切り出

して一緒にやろうということをやれる人が，

今は圧倒的に求められています．そうする

と，そういう人材には何が必要とされるか

というと，最低限デジタルが何であるかを

知っていること．その次は，自分がやろう

としていることを論理的・構造的に，おそ

らくは多少の抽象化も含めてしっかりと説

明することができ，その上で，既存の系列

や企業の組織に頼らずにネットワークをつ

くる力があることです． 

ある大学の経営陣をやっている自分の同

級生に，「学部改革にも何もかもにも徹底

的に反対する先生がたくさんいて大変だか

ら助けてくれ」と言われたので，その先生

方の集まりに話をしに伺ったことがありま

す． 

Fujisawa SSTは，それでもFujisawa SSTと

いうフレームが先にありましたが，自動走

行車両を走らせるためのバランスシートの

フレームはなかったわけです．そこにビ

ジョンを持たせて一緒に支えるという共助

のフレームをつくるには，現場にいる人が

様々な宅配会社や，大型スーパーや，ソー

シャルベンチャーといった性格の違う事業

をしている方々と，仲良く話せなければ駄

目なのです．大切なのは共感から共助の取

組を引き出すことです．そこのところで正

論を振りかざして，「あるべきだ」「おま

えは間違っている」とやった瞬間に，その

取組に明日はないでしょう．組織があって，

それを言う立場があれば別ですが，互いに，

お互いのことを尊重することを義務づける

ような組織的バックグランドはありません． 

組織的なサポートがなくても，それがで

きて，かつ，抽象化しながらそれを言語化

しなければいけない．みんなの個別の体験

や具体の話を，抽象度を上げて「これは同

じ話だよね」というところに持っていって，

それを論理立てて構成できなければいけな

いのです．構造化できなければいけない．

それで，組織を超えて人を説得しないとい

けないのです． 

おそらく今のAIにはまだ，そうしたフ

レームをはめ込みにいく作業をするのは，

無理でしょう．だけど，いったんフレーム

ができて何をするべきかというタスクが書

けるようになってしまえば，そこから先は，

おそらく，相当程度AIが自動的に作業して

くれると思います．例えば，どの4人で組

むのか．自動走行車両のビジネスモデルを

組むのを宅配業者仲間で止めるのか，郵便

もいれるのか，スーパーまでいれるのかど

うするのか．これをAIで判断しようとして

も，よほどその組み合わせについての歴史

的なディープなデータをため尽くさないと

推論のしようがないので，恐らくここは残

ります．しかし，その組み合わせが決まる

ところまでいけば，自動走行車両の中の

ロッカー配置や運航パターンなどは，AIが

どんどんオプションを推論してくれるに違

いありません． 

そこまでご説明して，自分は集まってい

ただいた先生方に，「私大の文科系で，か

つてのようなサラリーマン候補をどれだけ

育てたところで何の役にも立たないのでは

ないですか．これからは，逆に観光学部で

あろうが国際経営学部であろうが何だろう

が，実は教えるべきことは同じかもしれま

せん．題材が観光だろうが，農業の経営の

これからを考える話だろうが，国際交流を

考える話であろうが，大切なのは，プロマ

ネ，コミュニケーション能力と，その活動

を裏打ちする言葉を育てるだけの抽象化能

力，構造化能力をきちっと持たせること．

それを体現し活用する分野は別に何だって

いい．そういうことが高等教育に求められ

ているのではないか」と，友人の大学の先

生方に申し上げてみました． 

ただ，「今の時代を生きていくのだった

ら，情報が2025年から大学入学共通テスト

の科目に入るわけだし，情報のカリキュラ

ムも何らかやるわけだろうし，もうちょっ

とリテラシーを助けてあげるのだったら，

最近で言うとG検定ぐらい受けてみればAI

が何をやっているのかも分かるだろうから

ぜひ受けてほしい」とデジタルリテラシー

のことも少し申し添えましたが． 

「それぐらい先生方自身が身をもってこ

うした能力の重要性を学生たちに見せ，育

てていただければ，逆に国際観光学部卒業
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であろうが経営学部卒業であろうが何だろ

うが，非常に能力の高い学生たちが育つの

ではないでしょうか．なので，教員の皆さ

ん自身が大学の外に出てその背中を見せ，

学生を引っ張って行ってあげてほしいと思

います」という話をさせていただきました． 

先生方には，若干嫌な顔をされましたが，

大学の経営者の方には，よくぞ言ってくだ

さいましたという感じで拍手をしていただ

きました． 

■データ連携基盤 

最後に，データ連携基盤の話を少しだけ

しておしまいにします． 

世にいうプラットフォームでは，情報を

集中的にためて，すべてのサービスを自分

固有のAPIに紐づけて管理しようとするイ

メージが一般的です．その代表格がGAFA

ですが，この集中型プラットフォームとい

う考え方は，最近，方向性が変わりつつあ

ると考えています． 

第一に，うまくいったところで，プラッ

トフォーマーしか儲からないし，なのでさ

すがに周りが誰もついてこない．だから，

周囲の支持がなかなか得られません．暮ら

しのインフラとなると，これは具合が悪い． 

第二に，こういうエリアを仕切るプラッ

トフォーム作りを志向する方向性を都市軸

とすると，そうではなくて，今後は，各エ

リアに開かれたプラットフォームがあるこ

とを前提に，エリアをまたぐサービスの方

で利益を上げる．そういう都市軸ではなく，

サービス軸の方で利益を上げる．こういう

縦横関係を押さえたエコノミーを設計した

いと考えています．そしてこの，都市軸を

支える，各エリアの開かれたプラット

フォームの基盤を構成するのが，各エリア

のデータ連携基盤です． 

データ連携基盤というのは，操車場に例

えると，左の3番線から来た情報をちゃん

と右の5番線に流し込むとか，行った先の5

番線のセキュリティが悪ければ，セキュリ

ティレベルがしっかりした10番線から15番

線を探し出してちゃんとそこに送り込めと

かという具合に，違うデータモデルをきち

んと翻訳しながら，正しい送付先にデータ

を送達する．簡単に言えばデータ連携基盤

というのはそういうことです． 

ヨーロッパがスマートシティのために10

年ぐらいかけて，多額の投資してFIWARE

というスマートシティ向けのシステムの部

品をたくさん作っています．今は，それを

FIWARE財団が，アプリケーションとして

ただであちらこちらの街づくりに提供して

います．その中にあるORIONというブロー

カー（データ仲介機能を持った部品）が，

日本におけるデータ連携基盤のベースにも

しようとしているのですが，最近では，欧

州勢が元気で，GAIA-Xという取組が，ド

イツとフランスなどで急に立ち上がったの

です．これは何かというと，GAIA-Xに

入った人に伺うと，やはりGDPRの規制が

きつ過ぎて，産業用のデータ連携基盤とし

ては従来のデータ連携基盤は使い勝手が悪

い．他方で，5年後に想定されるカーボン

フットプリント規制も含めて，今後は産業

の世界でも，実に様々なデータ連携を，分

野や業種を超えておこなわなければならな

い．その未来が見えている．さりとて，そ

こでGAFAの軍門に下るわけにもいかない．

そこでGAIA-Xというフレームワークが立

ち上がって，そこに，フラウンホーファー

のコミュニティ（IDSA : International Data 

Space Alliance）が作り上げてきたIDSコネ

クターが合流してきて，一大勢力になりつ

つあるのです．当然，FIWARE財団の方々

も，GAIA-Xの方々とは話しを始めていま

す．このコネクタ回りもDXを語るには，

今後，不可欠の技術となってくるでしょう． 

アメリカを見ると，IFRSというのが一番

大きな流れかもしれませんが，先日，

AmazonがもうEDIを捨てるかもしれないと

い言いだして．衝撃が走っています．私が

通商産業省に入った30年前から今に至るま

で，取引のデジタル化といえばもうEDIの

標準に乗せるということでやってきていた

のですが，今後は，EDI標準はもういらな

いというわけです．だって，データ連携基

盤を使えば別に標準にすべてそろえる必要

がなくなるからです．その代わり，JSON

＋REST対応は各システムでちゃんとやっ

ておいてね．あとは，データ連携基盤側が
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APIを無償で見せてさえくれれば別に標準

は要らなくなる．あとは，データ連携基盤

のところで，データを翻訳し正しく送達す

れば，別に手順を統一することも，データ

モデルやデータ形式を統一化する必要もな

いでしょうと． 

早速対応が早いなと思ったのは，中国で

す．中国でEV産業をやりたかったら，政

府が指定するAPIに必ず対応せよという

ルールを早速発動しているのを見つけてし

まいました．彼らはデータ連携基盤でアジ

アのサプライチェーンを乗っ取る気だぞと，

大げさかもしれませんが，そう思いました． 

データ連携基盤の議論は，今年結構急に

動き始めています．今はいろいろな人がば

らばらに言っているので，正式な定義はあ

りません．狭義のデータ連携基盤だけを言

う場合も，認証やIDのセレクションである

とかいろいろな機能を載せたものを言う場

合もあって，人によって語っているフォー

カスが違うので，今は，学術的にもデータ

連携基盤についてきちっとした定義はない

と思います．しいて言えば，内閣府のSIP

のプロジェクトが，スマートシティのアー

キテクチャを発表していますので，その中

の都市OSアーキテクチャと称したものを

見ていただくのが，一番現実的かもしれま

せん． 

生活系で言うと，私はスーパーシティを

始めたときに初めてデータ連携基盤と言い

出しました． 

実は，最初は自分も都市OSと言ってい

ました．1994年頃，自分も政策現場にいた

当時，マイクロソフトのOSに日本のベン

ダのオフコンが負けるなんて誰も思ってい

ませんでした．しかし，2，3年で，あっと

いう間に市場がひっくり返ってしまったわ

けです．インターネットがあったことが大

きかったですが，放っておくと同じような

ことが，今度は，コンピュータの世界では

なく，都市づくりのデベロッパーの世界で

も起きるかもしれませんよと，そういう関

心を持ってもらおうと思って都市OSと

言ってみたのです．ただ，そうしたら，み

んなそこがもうかるのかとなって，こぞっ

て都市OSに不要の付加機能をどんどん追

加し囲い込みはじめようとし始めたので，

それは何かが間違っていると思って，慌て

てデータ連携基盤という言い方に変えまし

た． 

それから，デジタル田園都市構想は，私

が担当次長になりましたのでやらせていた

だいているのですが，開かれたデータ連携

基盤をあちこちに作ってもらおうと思って

います． 

共助の領域を支えるデータ連携基盤に

とって大切なことは，とにかく，みんなで

使うデータ連携基盤のAPIはオープンにし

てくださいということです．ここでAPIの

開示にレバレッジをかけたエコノミーの展

開は極力避けていただきたいと．APIエコ

ノミーですね．よくご存じの方には釈迦に

説法ですが，例えば食べログの中にGoogle

マップが小さく出てくるのは，Googleが

APIをちゃんと開示しているからですが，

ただし，あれには，あえて値段は申し上げ

ませんが，あるアクセス数を超えたら

Googleに金を支払うという条件があるので

す．そのようにAPIを見せることに対して

レバレッジを取るという，これが多分API

エコノミーの基本的な考え方だと思います．

それがエコノミーを作るという考え方もあ

るのです．しかし，共助の領域に属するべ

き取組に関しては，私はそれはあまりよく

ないのではと思っています．少なくともみ

んなが共用する共助のレイヤになるべき基

盤については，APIを見せる・見せないで

利益を得ないでいただきたい．みんな強制

的に公平に開示をしろと．セキュリティで

別途の事情があるものについての開示ルー

ルは別途で構いませんが． 

実は今，産業系の取引系でも同じことが

起きています．受発注からEDIは要らない

と．というか，EDI標準だけで問題を解決

するのは無理があると．そういう議論です． 

請求のところだけは，今，インボイスと

いう新たな消費税の制度が出てきていて，

消費税の支払いに当たって，国内の事業者

は誰でもそれに対応せざるを得ないという

流れの中で，Peppolと呼ばれる国際標準に

強制的に請求のデジタル化が対応する流れ

になってきています．これは制度が強制的
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に特定の標準を普及させている特殊なケー

スです． 

これに対して，取引全体をデジタル化す

るときは，各層にわたって違うソフトが出

回っている．そんな時にEDI標準とかと

言っても，取引もますます多様化している

し，デジタル化は進むわけがない．実際，

無理な中小企業はもう，ますますデジタル

化自体をあきらめてしまう．しかし，国内

がそういう流れで流れていたら，米国で

IFRSが出てきて，欧州でGAIA-Xが出てき

て，日本政府も今，データ連携基盤と言っ

ています． 

EDIを捨てる必要はない．ここまで標準

にしてきた手順やデータモデルはそのまま

リファレンスに組んで使えばいいけど，だ

けど，特定の標準にそろえられないから私

はデジタル化いたしませんという理由はな

くなったよねと．すべてのデジタル化を徹

底して行うために，極端に言えばデータ連

携基盤を日本経済の隅々に行き渡らせよう

ということです． 

マイナンバーをリンクして提携するいろ

いろなサービスだって，その後ろ側で階層

化したデータ連携基盤をかますだけで，ID

リンクのディレクトリ構造としてはきちっ

と一本論理の筋を通し，いろいろなサービ

スがデータ交換できるようなサーバを作る

ことができるようになります．データのオ

ペレーションから見れば，全てのサービス

はデータベースです．データベースとデー

タベースが掛け算するとどういう付加価値

を生むかというのが，それが，本来あるべ

きデジタル・エコノミーです．そのデータ

ベースとデータベース，すなわちサービス

同士の掛け算を行うための，すなわちデー

タを連携・共有するための機会費用をいか

に安く支えるか，そのカギを握っているの

が，オープンなAPIを開示しているデータ

連携基盤であるというのが私の考え方です．

基本的にはその思想で行けるところまで

行ってみたいと思っています． 

あとは質疑応答にしたいと思いますが，

共助の時代のデータ連携基盤，人材育成で

言えば抽象化能力，論理化能力も含めて新

しい会社なきところにフレームを作れる人

材，こういうものを大事にしていくと，デ

ジタルの実証がデジタルの実装に進む社会

に変わるのではないかということを考えて，

デジタル庁の一員として仕事をしておりま

すということでございました．以上です．

どうもありがとうございました． 

 

（文責：編集委員会） 

 


